
2022年6月12日（日）は

学術の日

15：00～17：00 児童教育学シンポジウム

テーマ：本学の児童教育学は教育者・保育者の育成や成長をどのように研
究してきたのか，どのように研究していくべきなのか

学術の日 とは？

福山市立大学教育学部主催の学問を楽しむ日です。
本学教職員や学生，卒業生の方と学問を通した交流を行い，
児童教育学とは何かみんなで考えていけたらと思っています。
学術の日には，研究交流会と児童教育学シンポジウムが行われます。

13：００～14：３0 研究交流会

教育学部の教員がどんな研究をしているのか本当に知っていますか？
研究交流会では，教育学部の教員がポスターや実演を通して
自分の研究や興味関心を紹介します。
気軽な気持ちでふらっと参加してみてください。

発表者は，順次発表していきますのでお楽しみに！

卒業研究のアイデアが欲しい！ 就職してからのこと考えてみたい！ なんか面白そう！
どんな理由でも気になった方はぜひぜひご参加ください。
学生，教職員の皆さんのご参加をお待ちしています！

事前申し込み制です。
大学HPニュースにも情報を掲載中です。
申込期限：５月12日（木）～５月31日（火）

FCU Twitter，Instagram，Facebookでも情報発信中
【主催】福山市立大学教育学部
【お問い合わせ】教育学部シンポジウム実行委員会 今中，高澤，西村，森，山田，吉井

司 会： 森 美智代
企画趣旨： 今中 博章
話題提供： 藤原 顕・高澤 健司
指定討論： 劉 郷英

開学より10年を経て，本学部から多くの教育者・保育者が巣立っ
ていきました。これまで本学科の教育者・保育者の育成や成長はど
のように研究されてきたのでしょうか。教育者・保育者となった卒業
生に対してインタビュー調査を行ってきた２つの研究グループの各
代表である藤原先生と高澤先生に話題を提供していただきます。
話題提供を踏まえて，みなさまとともに教育者・保育者の育成や成
長を研究することから見えてくる本学科の教育者・保育者育成の
成果と課題について議論したいと思います。そして，教育者・保育者
の育成や成長を捉えようとする研究のあり方について検討を行い，
本学の児童教育学の展開・発展に対して示唆を得たいと考えます。
※対面とオンライン併用で開催されます。


